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郷
土
誌
「
げ
い
び
グ
ラ
フ
」
か
ら

 

  
 
 

㈱
菁
文
社
さ
ん
が
発
行
さ
れ
て
い
た
郷
土
誌
「
げ
い
び
グ
ラ
フ
」
か
ら
、
甲
奴
町
関
連
の
資
料
で
、

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
了
承
を
受
け
た
記
事
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
回
も
甲
奴
町
名
誉
町
民
の

近
藤
薫
明
さ
ん
や
、
懐
か
し
い
イ
ベ
ン
ト
・
街
並
み
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

    

【
ふ
る
さ
と
賛
歌
《
甲
奴
町
の
巻
》
私
を
鍛
え
た
ふ
る
さ
と
】 

 
 
 
 

当
時
城
北
名
誉
学
園
長
・
城
北
埼
玉
理
事
長
（
在
埼
玉
）

近
藤 

薫
明
（
甲
奴
町
名
誉
町
民
） 
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甲
奴
町
名
誉
町
民
で
あ
っ
た
小
童
出
身
の
近
藤 

薫
明
さ
ん
は
、
小
童
小
学
校
、
日
彰
館
中
学
校
、 

 
 

国
学
院
大
学
を
卒
業
後
、
埼
玉
県
に
あ
る
城
北
中
学
校
・
高
等
学
校
の
校
長
を
経
て
、
一
九
八0

 

 
 

年
十
一
月
に
学
校
法
人
城
北
埼
玉
学
園
と
し
て
独
立
、
理
事
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 

こ
の
原
稿
に
、

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
当
時
の
事
を
細
か
く
覚
え
て
お
ら
れ
、
当
時
の
色
々

な
出
来
事
な
ど
を
書
か
か
れ
て
お
り
、
近
藤
さ
ん
が
遠
く
埼
玉
か
ら
『
ふ
る
さ
と
甲
奴
』
を
ず
っ
と

想
っ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

こ
れ
は
室
生
犀
星
の
有
名
な
詩
、『
小
景
異
情
（
そ
の
二
）』
で
す
。
ま
さ
に 

そ
の
と
お
り
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。 

     
 
 

次
は
、
今
は
懐
か
し
い
、
甲
奴
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
『
こ
う
ぬ
・
松
茸
レ
ス
ト
ラ
ン
』
を
紹
介

し
た
記
事
で
す
。
そ
の
当
時
は
特
別
列
車
を
設
け
る
ほ
ど
、
大
勢
の
人
々
が
こ
の
イ
ベ
ン
ト
へ
訪
れ

ま
し
た
。
次
第
に
「
甲
奴
町
産
松
茸
」
が
準
備
で
き
な
く
な
り
、
程
な
く
『
こ
う
ぬ
・
松
茸
レ
ス
ト
ラ

ン
』
は
終
了
。
そ
の
後
、
カ
ー
タ
ー
元
大
統
領
か
ら
い
た
だ
い
た
『
カ
ー
タ
ー
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
』
の
収
穫

を
お
祝
い
す
る
、『
カ
ー
タ
ー
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
収
穫
祭
』
へ
と
移
行
し
て
い
き
ま
し
た
。 

 
 
 

『
こ
う
ぬ
・
松
茸
レ
ス
ト
ラ
ン
』
で
行
わ
れ
た
と
い
う
、
面
白
い
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
の
記
事
で

す
。
な
か
な
か
の
奇
祭
・
・
・
で
す
。 
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【
復
活 

当
相
撲 

ー
こ
う
ぬ
・
松
茸
レ
ス
ト
ラ
ン
ー
】 

昭
和
六
十
一
（
一
九
八
六
）
年
第
四
十
五
号 

㈱
菁
文
社
「
げ
い
び
グ
ラ
フ
」
よ
り 
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【
特
集 

写
真
で
見
る 

街
並
み
今
昔
】 

昭
和
六
十
三
（
一
九
八
八
）
年
第
五
十
号 

㈱
菁
文
社
「
げ
い
び
グ
ラ
フ
」
よ
り 

                                      

 

 

＊現在の高橋の様子 出典：Googleearth 

 

本
郷
の
町
の
様
子
は
大
正

時
代
、
梶
田
の
高
橋
（
た
か
は
し
）

は
昭
和
七
年
頃
の
写
真
で

す
。 

 

大
正
時
代
の
本
郷
は
、
藁

屋
根
の
家
や
畑
が
広
が
り
、

家
も
今
よ
り
少
な
い
で
す

ね
。 

 

梶
田
に
架
か
る
高
橋
は
、

昭
和
初
期
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で

出
来
た
橋
で
、
大
工
事
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
そ
の
当
時
の

苦
労
が
偲
ば
れ
ま
す
ね
。 

 

写
真
を
見
て
、
懐
か
し

い
・
・
・
と
思
わ
れ
る
方
も
多

い
の
で
は
。 
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【
碑
銘
抄 

耕
地
整
理
の
記
念
碑
】 

平
成
二
（
一
九
九
）
年
第
四
十
五
号 

㈱
菁
文
社
「
げ
い
び
グ
ラ
フ
」
よ
り 

                     
 
 

こ
の
碑
は
、
郷
土
・
甲
奴
村
の
発
展
に
尽
く
し
た
渡
辺
就
三
村
長
と
、
甲
奴
村
本
郷
出
身
の
永
井 

 
 

頴
雄
衆
議
院
議
員
の
偉
業
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
作
製
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
甲
奴
中
学
校
校
庭
に
あ 

 
 

り
、
記
事
で
は
お
二
人
の
偉
業
を
詳
し
く
記
述
し
て
あ
り
ま
す
。 

 

               

 

 

＊1970年代の本郷の様子   出典：国土地理院 

 

甲
奴
町
誌
に
も
、
左
記
の
よ
う
な
文
章
が
載
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。 

 

『
・
・
・
現
在
の
圃
場
整
備
事
業
は
機
械
力
に
よ
る

通
年
施
工
で
行
わ
れ
る
が
、
当
時
は
、
秋
に
稲
の
収
穫

を
終
え
て
か
ら
着
工
し
、
翌
年
の
田
植
え
ま
で
の
数
か

月
間
に
完
成
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
し
て
工

事
は
す
べ
て
鍬
・
つ
る
は
し
・
も
っ
こ
・
台
車
な
ど
の

人
力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
困
難
さ
は
現

在
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
。
・
・
・
』 
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郷
土
の
年
中
行
事
と
方
言 

～
色
々
な
『
正
月
』
～ 

  

冊
子
『
郷
土
の
年
中
行
事
と
方
言
』
よ
り
、
今
回
は
色
々
な
「
正
月
」
を
取
り
上
げ
て
み
ま
す
。「
正
月
」

と
言
っ
て
も
、
こ
れ
だ
け
の
行
事
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

 
 
 

＊
一
月
一
日 

 
 

元
日 

 
 

＊
一
月
十
五
日 

 

小
正
月
・
粉
正
月 

 
 

＊
一
月
二
十
日 

 
廿
日
正
月
・
麦
飯
正
月 

 
 

＊
一
月
三
十
一
日 
送
り
正
月 

 
 

＊
二
月
一
日 

 
 

一
日
正
月
（
ヒ
テ
―
シ
ョ
ー
ガ
ツ
） 

 
 

＊
二
月
二
日 

 
 

ヤ
イ
ト
ー
正
月 

 
 

＊
二
月
中
旬 

 
 

旧
正
月 

  

一
月
二
十
日
の
「
麦
飯
正
月
」
。
こ
の
日
の
夕
食
は
麦
飯
を
炊
い
て
食
べ
る
慣
わ
し
が
あ
り
、
食
後
麦
田

に
出
て
「
麦
飯
食
う
て
腹
太
や
の
う
」
と
叫
ぶ
と
そ
の
年
の
麦
は
豊
作
に
な
る
と
古
老
の
話
が
あ
る
そ
う

で
す
。「
七
草
が
ゆ
」「
粉
正
月
」「
麦
飯
正
月
」
と
正
月
の
日
々
の
食
事
も
日
ご
と
に
変
化
し
て
、
次
第
に

日
常
の
粗
食
に
戻
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
美
味
し
い
濃
厚
な
ご
馳
走
を
食
べ
る
こ
と
の
多
い
正

月
に
は
、
七
草
が
ゆ
の
よ
う
な
軽
食
で
、
胃
腸
を
調
整
す
る
と
い
う
の
は
現
代
の
感
覚
で
あ
っ
て
、
昔
は

そ
ん
な
生
や
さ
し
い
も
の
で
は
な
く
、
飯
料
を
い
か
に
食
い
延
ば
す
か
が
、
普
通
の
農
家
に
と
っ
て
は
重

要
な
や
り
く
り
だ
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

麦
作
は
食
糧
難
の
戦
時
中
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
昭
和
三
十
年
代
ま
で
盛
ん
に
行
わ
れ
、
子
ど
も
達
も

学
校
か
ら
帰
る
な
り
麦
刈
り
の
手
伝
い
に
精
を
出
し
ま
し
た
。
小
麦
や
裸
麦
も
作
ら
れ
ま
し
た
が
、
ほ
ど

ん
ど
が
大
麦
で
、
こ
れ
を
精
白
し
米
に
混
ぜ
て
主
食
に
し
ま
し
た
。
ま
た
麦
糠
は
牛
や
鶏
の
飼
料
に
な
り
、

麦
藁
は
駄
屋
の
敷
藁
に
な
り
ま
し
た
。 

   

足
王
さ
ん
・
手
王
さ
ん
（
足
王
神
社
・
手
王
神
社
） 

  

甲
奴
郷
土
誌
だ
よ
り
第
１７
号
に
載
せ
た
、
足
の
健
康
を
お
祀
り
す
る
足
王
さ
ん
と
手
王
さ
ん
で
す
が
、

昨
年
の
十
一
月
二
十
日
に
行
わ
れ
た
「
け
ん
こ
う
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
で
粟
島
神
社
を
訪
れ
た
の
で
す
が
、

平
成
二
十
一
年
に
粟
島
神
社
へ
遷
座
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
現
在
は
新
し
い
祠
に
仲
良
く

鎮
座
さ
れ
、
お
詣
り
さ
れ
る
方
の
足
と
手
の
健
康
を
見
守
っ
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
参
加
者
の
方
々
は
足
王
さ
ん
・
手
王
さ
ん
に
手
を

合
わ
せ
、
永
岡
神
職
さ
ん
が
拝
ん
で
く
だ
さ
っ
た
「
御
神
米
」
を
い
た

だ
い
て
帰
ら
れ
ま
し
た
。 

     

 
 

 

 

ま
た
、
ち
ょ
っ
と
座
っ
て
休
憩
で
き
る
「
お
休
み
処
」
が
あ
る
の
で
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
散
歩
の
際
に
ち
ょ
っ
と
足
を
伸
ば
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。 
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事
務
局
よ
り 

 

・
会
員
募
集
中
で
す
。
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。 

 

・
会
の
運
営
や
研
修
内
容
に
つ
い
て
、
ご
意
見
や
ご
質
問
何
で
も
結

構
で
す
の
で
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

 

・「
甲
奴
郷
土
史
だ
よ
り
」
に
ど
ん
な
こ
と
で
も
良
い
か
ら
、
ご
寄

稿
く
だ
さ
い
。 

 

・
古
い
写
真
や
資
料
等
を
「
甲
奴
郷
土
史
だ
よ
り
」
へ
登
載
し
て
い

き
ま
す
。 

 

・
出
品
物
に
つ
き
ま
し
て
は
、
責
任
を
持
っ
て
返
却
し
ま
す
の
で
、

ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

連
絡
先 

鶴
本 

節
子
（
カ
ー
タ
ー
セ
ン
タ
ー
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〇
八
四
七
―
六
七
―
三
五
三
五 

 

 

 

こ
の
写
真
は
、
福
田
に
お
住
い
の
方
か
ら
お
借
り
し
た
写
真
で
す
。
本
郷
に
あ
っ
た
平
田
自
転

車
屋
さ
ん
前
の
写
真
と
、
西
野
の
Ｊ
Ａ
庄
原 

甲
奴
支
店
前
な
ど
の
様
子
で
す
。
店
先
に
こ
れ
だ
け

の
バ
イ
ク
が
集
ま
る
と
圧
巻
で
す
ね
。
ご
自
慢
の
バ
イ
ク
を
ご
披
露
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う

か
。 

    
 

 

 

昭
和
二
十
年
頃
だ
そ
う
で

す
が
、
昔
は
こ
ん
な
に
賑
や

か
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。 

  

 

 

＊本郷 平田自転車屋さん前 

＊西野 ＪＡ庄原 甲奴支店前 

こ
う
ぬ 

想
い
出
ア
ル
バ
ム 


